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１
校
、
幼
稚
園
３
園
（
町

立
１
園
、
私
立
２
園
）、
町

立
保
育
所
１
園
が
存
在
し

１,
７
０
０
名
余
り
の
児
童

が
通
園
、
通
学
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
今

回
は
鏡
石
町
立
鏡
石
児
童

館
、
鏡
石
栄
光
保
育
園
、

鏡
石
栄
光
幼
稚
園
を
視
察

し
ま
し
た
。
児
童
館
の
利

用
時
間
は
平
日
（
月
〜
金
）

は
13
時
〜
18
時
30
分
ま
で
、

土
曜
日
は
７
時
30
分
〜
18
時

30
分
ま
で
。
利
用
料
は
４,
０

０
０
円
と
お
や
つ
代
等
２,
０

０
０
円
で
合
計
６,
０
０
０
円
。

登
録
児
童
は
小
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
で
１
３
３
人
（
４
月

30
日
現
在
）
が
在
籍
し
て
い

る
。
条
件
は
両
親
が
勤
労
者
あ

る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
児
童

で
、
児
童
館
の
め
ざ
す
児
童
像

は
（
１
）
明
る
い
子
、
（
２
）

考
え
る
子
、（
３
）
が
ん

ば
る
子
と
し
て
い
る
。

保
育
園
、
幼
稚
園
は

「
認
定
こ
ど
も
園
」
で
め

ざ
す
保
育
内
容
は
、
①
、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
保
育
、
②
、
目
に
見
え

な
い
も
の
を
大
切
に
す
る

保
育
、
③
、
遊
び
を
大
切

に
す
る
保
育
、
と
し
地
域

の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
た

め
に
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
子
ど
も

が
利
用
で
き
る
総
合
施
設
を
め

ざ
し
て
い
る
。

園
の
中
は
、
衛
生
的
で
安
全

面
に
も
配
慮
さ
れ
園
児
は
明
る

く
元
気
で
の
び
の
び
と
過
ご
し

て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
施
設
な
ら
親

は
安
心
し
て
託
す
こ
と
が
で
き

る
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

７
月
８
日
、
福
祉
生
活
常
任

委
員
会
は
、
小
学
校
唱
歌
「
牧

場
の
朝
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

日
本
初
の
西
洋
式
牧
場
「
岩
瀬

牧
場
」
が
あ
る
町
鏡
石
町
を
訪

問
し
た
。
鏡
石
町
は
福
島
県
の

中
央
部
に
位
置
し
、
人
口
１
万

２,
７
９
０
人
（
平
成
22
年
７

月
１
日
現
在
）
で
日
本
一
の
生

産
高
を
誇
る「
岩
瀬
き
ゅ
う
り
」

の
主
要
な
産
地
で
農
業
を
基
幹

と
す
る
町
で
す
。
町
に
は
小
学

校
２
校
、
中
学
校
１
校
、
高
校
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近
年
、
異
常
気
象
に
つ
い
て

警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
地
球
環
境
を

守
る
と
り
く
み
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
。
本
村
で
は
４
月
17

日
に
季
節
は
ず
れ
の
降
雪
で
、

ぶ
ど
う
棚
が
倒
壊
す
る
等
の
被

害
に
遇
っ
た
り
、
７
月
５
日
に

は
、
集
中
豪
雨
で
床
下

浸
水
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
ん
な
時
機
を
う

か
が
う
か
の
よ
う
に
安

田
先
生
の
お
話
を
聴
く

こ
と
が
で
き
た
。

〈
以
下
講
議
の
要
旨
〉

毎
年
６
月
に
発
表
さ

れ
る
気
候
変
動
監
視
レ

ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
１

０
０
年
間
で
世
界
平
均

気
温
が
０.

68
℃
、
日

本
で
１.

13
℃
、
前
橋

で
は
１.

86
℃
上
昇
し

て
い
る
。
季
節
別
で
は
春
（
特

に
５
月
）
の
気
温
が
２.

９
℃

で
、
上
昇
の
割
合
が
最
も
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
解
析

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
気
象

庁
で
は
、
平
成
22
年
５
月
27

日
13
時
か
ら
、
気
象
に
関
す

る
す
べ
て
の
警
報
・
注
意
報
を

市
町
村
単
位
で
発
表
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
大
雨
洪

水
注
意
報
基
準
に
よ
れ
ば
、
榛

東
村
は
１
時
間
に
60
ミ
リ
降

れ
ば
注
意
報
が
、
90
ミ
リ
に

な
る
と
警
報
が
発
表
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
よ
り
き
め
細
か
な

（
絞
り
込
ん
だ
）
地
域
に
警

報
・
注
意
報
が
発
表
で
き
る
よ

う
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び

た
い
。

▲研修の様子
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教
育
目
標
は
、
農
業

を
担
う
青
少
年
に
対

し
、
確
固
た
る
人
生
観

を
与
え
、
勤
労
と
責
任

を
重
ん
じ
る
精
神
を
養

い
、
広
い
視
野
に
立
っ

て
農
業
経
営
の
近
代
化

を
推
進
す
る
知
識
と
技

術
を
体
得
さ
せ
、
い
か

な
る
環
境
に
あ
っ
て
も

自
立
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
心
身
と
も
健
全
な

農
業
者
を
養
成
す
る
と

し
て
い
る
。

教
育
方
針
は
、
実
践
教
育
・

全
寮
制
教
育
・
師
弟
同
行
に
据

え
て
、
農
業
は
「
食
」
を
と
お

し
て
私
た
ち
の
命
を
支
え
る

「
命
の
源
」
の
教
育
を
実
践
し

て
い
る
。
55
ha
の
土
地
に
、

稲
作
、
野
菜
（
露
地
・
有
機
・

水
耕
）
、
酪
農
、
養
豚
、

果
樹
、
製
茶
ま
で
作
付
け

し
、
農
産
加
工
等
、
直
売

所
の
運
営
ま
で
行
っ
て
い

る
。同

学
園
は
、
全
国
新
規

就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
主

催
す
る
就
農
準
備
校
の
研

修
場
所
と
し
て
、
平
成
８

年
か
ら
受
講
生
を
受
け
入

れ
、
通
常
年
で
は
年
間
１

３
０
人
前
後
の
受
講
生
の

と
こ
ろ
、
21
年
度
は
世

学
園
の
沿
革
は
、
大
正
14
年

に
社
団
法
人
日
本
国
民
高
等
学

校
協
会
を
設
立
。
昭
和
２
年
に

農
村
中
堅
者
の
養
成
を
目
的

に
、
日
本
国
民
高
等
学
校
を
開

校
。
昭
和
55
年
に
校
名
を
日

本
農
業
実
践
大
学
校
と
し
、
平

成
３
年
日
本
農
業
実
践
学
園
に

改
め
現
在
に
至
る
。
卒
業
生

８,
０
０
０
人
余
り
が
全
国
で

活
躍
中
。

相
を
反
映
し
、
２
４
０
人
と
多

い
。チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
農
業
体

験
・
研
修
と
名
付
け
た
就
農
準

備
校
の
コ
ー
ス
は
、
短
期
農
業

体
験
（
５
日
間
）、
中
期
農
業

研
修
（
１
ヶ
月
）、
農
業
実
践

（
３
ヶ
月
）
に
分
か
れ
、
稲
作
、

野
菜
、
有
機
野
菜
、
水
耕
栽
培
、

畜
産
、
農
産
加
工
な
ど
学
園
の

学
生
と
同
じ
内
容
を
選
択
し
年

間
通
し
て
毎
週
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
他
に
も
、
国
が
実
施

す
る
緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業

に
よ
る
職
業
訓
練
の
受
入
で

22
年
10
月
開
講
の
農
業
実
践

科
の
受
講
生
募
集
を
行
っ
て
い

る
。現

状
を
目
の
前
で
実
感
し
感

動
の
研
修
で
今
後
の
活
動
に
生

か
す
研
修
で
あ
る
。

▲レタスの水耕栽培

▲研修

昨
年
に
続
き
２
回
目
と
な
っ

た
全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

で
は
、「
わ
か
り
や
す
い
文
章

表
現
」「
読
ま
れ
る
広
報
紙
の

つ
く
り
方
」「
ネ
ッ
ト
発
想
で

考
え
る
自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
方
法
」
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
た
。
広
報
は
広
く
報
告

す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
手
に

と
っ
て
読
み
た
い
と
ひ
き
つ
け

る
「
議
会
だ
よ
り
」
を
つ
く
る

た
め
に
必
要
な
核
心
を
学
ん

だ
。
例
え
ば
、
企
画
は
読
者
が

知
り
た
い
情
報
を
基
本
に
考
え

る
。
特
集
企
画
、
定
番
企
画
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
画
で
構
成
す

る
。
す
べ
て
は
読
者
あ
り
き
に

徹
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
そ
し
て
編
集
の
視
点
と
し

て
は
食
事
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
参

考
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
。
紙

面
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
息

抜
き
の
ペ
ー
ジ
が
必
要
に
な
る

こ
と
。
二
日
目
は
議
会
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、
15
町
の

「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
良

い
点
、
改
善
点
な
ど
具
体
的
で

実
践
的
な
指
導
が
あ
っ
た
。
議

案
に
対
す
る
賛
否
の
数
を
明
示

す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
本

広
報
委
員
会
に
は
、
読
者
の
知

り
た
い
こ
と
に
応
え
る
編
集
方

針
を
ど
う
確
立
す
る
か
、
研
修

の
成
果
を
ど
う
活
か
す
か
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

▲研修１日目

▲研修２日目


